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１ はじめに 

・来年度大会日程決定！ 

来年度平成 19 年（2007 年）の大会は、名古屋

において 9 月 15 日（土）から 9 月 17 日（月）の

日程で開催されることになりました。主な会場は

名古屋大学（東山地区）を予定しています。 

琵琶湖、北九州に続く 3 回目の東京以外での大

会であり、さっそく辻本副会長が牽引者として準

備検討を始めました。 （事務局） 

２ 第 10 回大会報告 

（１） 総会報告 

事務局長 奥村興平 

2006 年 9 月 30 日（土）16:30～17:20 に第 10 回

総会を開催しました。まず冒頭で東京大学 知花

武佳氏が総会議長に選出され、議事進行が行われ

ました。以下に主要事項の報告を行います。なお、

総会資料は学会ホームページに掲載しています。 

1) 報告事項 

平成 17 年度の事業報告として、一般経過、会員

動向、実施行事、理事会・委員会等の会議、会誌

編集状況などについての報告が江崎幹事長から行

われ、承認されました。 

2) 決議事項 

平成 17 年度の決算報告が江崎幹事長から、監査

報告が田畑監事から行われ、原案どおり可決され

ました。続いて 2006 年度（平成 18 年度）の事業

計画および予算案について江崎幹事長から説明が

行われ、原案どおり可決されました。 

また、「総会の成立に定足数を設け、かつ委任状

による出席を認める。」とする規約の改正が提案、 

説明され、原案通り可決されました。  

(総 会) 

第 14 条 総会は正会員により構成され、 次の事項

を議決する。 

1． 事業計画及び事業報告の承認 

2． 予算、決算の承認 

3． 理事及び幹事・監事の承認 

4． 規約の変更に関する事項 

5． その他理事会で必要と認めた事項  

2． 通常総会は毎年 1回、臨時総会は理事会が必要

と認めたときに会長が召集する。なお、正会員は、

正会員の 10 分の 1 が連名し、議事を明記して会長

に臨時総会の召集を申し出ることができる。この場

合、会長はその開催について理事会に諮るものとす

る。 

3． 総会の議長は総会において正会員の中から選出

する。 

4． 総会は正会員の１/５の出席によって成立する。

5． 総会における正会員の議決権は各一個とし、議

決は出席者の過半数によって決め、可否同数のとき

は議長がこれを決定する。  

6．やむを得ない理由のため総会に出席できない正

会員は、あらかじめ通知された事項について書面を

もって表決し、又は他の正会員を代理人として表決

を委任することができる。書面により表決した会員

は総会に出席したものとみなす。 
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（２）第 10 回記念東京大会を終えて 

前事務局長 島崎由美(いであ(株)) 

（本稿は「河川」（社団法人日本河川協会）に寄稿

した報告を協会の許可を得て再掲したものです：

事務局） 

＜はじめに＞ 
応用生態工学会は平成 9 年 10 月に「応用生態工

学研究会」として設立され、本年度の大会が 10 回

目となった。この大会を 10 周年記念東京大会とし

て実施することになり、本年 9 月 29 日から 10 月

１日の３日間に東京大学弥生講堂を会場に開催さ

れた。大会は１日目および２日目は研究発表会お

よび総会の開催、３日目の 10 月 1 日は河川整備基

金の助成を受けた記念シンポジウム（公開）の開

催を全体プログラムとして実施された。 
この機会に当学会の 10 年の歩みを振り返りつ

つ、10 周年記念東京大会の内容を報告したい。 
＜研究発表会＞ 
応用生態工学会（当時は応用生態工学研究会）

の第１回研究発表会は設立総会と同時に開催され、

自然共生研究センターや河川生態学術研究などが

紹介された。研究や事例の発表を一般から募集し

て行うようになったのは翌年の第２回研究発表会

からであり、そのときの発表数は 16 題であった。

10 回目を迎える今年度の研究発表会は口頭発表

38 題、ポスター発表 43 題の合計 81 題となり、発

表数は年々着実に増加してきた。発表の内容も当

初は河川あるいは水辺を対象とした研究や事例が

中心であった。しかし、本年の研究発表は対象と

なる場は渓流、干潟・海岸、農用地と広がり、ま

た室内での実験、野外での実験、10 年に渡る長期

的な観察の成果、事業として実施した対策等の事

例の評価など多岐にわたる内容となった。 
＜シンポジウム＞ 
大会時に同時開催するシンポジウムは第４回大

会から河川整備基金の助成を受け、応用生態工学

の国際的ネットワークづくりのために５回の開催

を目標に実施されてきた。アメリカ、ヨーロッパ、

オーストラリアなどから講師を招聘し、第 8 回大

会（2004 年）の５回目に韓国からの招聘で当初の

目標を終了した。この間、海外における河川を中

心にした環境の保全、再生に対する取り組みや研

究に関する講演をいただくと共に、応用生態工学

会による土木工学および生物・生態学の研究者、

技術者の協働の取り組みを紹介してきた。さらに、

昨年の第 9 回大会では「比較応用生態工学」をテ

ーマに、欧米とアジアモンスーン地域の気候、地

勢、文化の相違にも焦点を当てながら、生物多様

性保全の取り組みについて議論した。 

 
 シンポジウム開会時 

本年の大会では、シンポジウムは 10 周年を記念

して「応用生態工学会の 10 年とこれから －土木

工学と生態学の壁はとりのぞかれたか？－」と題

して行われた。別記（４ページ）のようなプログ

ラムで進行し、10 周年記念東京大会の名誉総裁に

ご就任いただいた高円宮妃久子殿下にお言葉を頂

戴するとともに終日御臨席いただいた。また、関

連の学会との交流を促進するため、共同で英文

誌”Landscape and Ecological Engineering”を発

行している団体のうち国内の学会である日本緑化

工学会の森本幸裕会長および日本景観生態学会の

中越信和会長を招き、シンポジウムに参加してい

ただくとともに、祝辞を頂戴した。 
川那部浩哉初代会長（琵琶湖博物館長）の基調

講演では、当会発足前後の緊張した状況が紹介さ

れた。また、発足直前に発刊された「応用生態工

学序説」（信山社）に述べられた「＜応用生態工学

＞の目指すところは、端的に言えば生態学的知見

を土木工学に応用するところにある」という考え

に対して、一方的な関係ではなく相互浸透性を持

つべきであるという考え、新たな境界領域が出来

上がることへの当時の期待が語られた。（当会ホー

ムページに会誌「応用生態工学」１巻１号の巻頭

言として全文を掲載しているので詳しくはそちら

を参照していただきたい。）また陸水学の成立の経

緯を紹介しつつ、10 周年を迎えたこの時期に「応

用生態工学」が境界領域としてとどまるのか、新

たな自立した学問領域になってゆくのかを探るの

は有意義であろうとの意見が述べられた。 
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招待講演者であるクレメント・トクナー博士の

招聘は、1)応用生態工学で育ってきた研究者・技

術者のために、現場で活躍している若い世代の方

を招く、2)近自然河川工法が始まったスイスにお

いて培われた技術の紹介を受ける、3) 生物学者が

簡単な水理計算も行うといった境界領域における

新しいタイプの研究者の育成の状況を知る、など

をねらいとして実現した。トクナー博士は Thur
川における河川の再蛇行化および Tagliamento 川

の河川氾濫原の再生事業の例を紹介しながら

Science と Technology の連携による研究や調査の

内容および結果を紹介した。講演の後、会場から

は氾濫原としての必要面積の算定についての合意

形成、倒木の存在に対する日－スイスの考え方の

相違、生態系サービスの評価についての質問、ま

たご臨席の妃殿下からも国境を越える河川の上下

流の問題などについて質問があり、活発な議論が

行われた。 

 
 トクナー博士の講演 

昼休みを挟んでのパネルディスカッションでは、

これまで学会において各分野で役割を担ってきた

５名がテーマに沿った話題提供を行い、さらに若

手からの発言も含め、実行委員長の江崎保男幹事

長のコーディネートにより議論が行われた。 
谷田一三副会長からは河川における「生息場」

＝ハビタットおよびその構成要素について、10 年

の間に共有化してきた言葉と未だ共通化されてい

ない言葉および認識について問題提起があった。

続いて竹門康弘理事は初代会誌編集委員長として、

創刊から現在までの投稿報文をレビューした結果

から、1)研究課題の多くが生態現象に偏っている、

2)モデルと実験が少ない、3)研究対象が河川や水

域生態系に偏っている状況を報告し、応用生態工

学を生息場の科学として位置づけ今後も土木工学

と生態学が協働する領域とするべきであると提案

した。さらに、中村太士交流委員長は 2 代目の会

誌編集委員長として竹門理事とは別の視点でこれ

までの報文をレビューし、将来の展望として河川

生態系以外の生態系への取り組み、詳細設計図か

らの脱却（現場が考えながら事業を行う）と広域

的な全体像を常に見据えたスタンスの必要性、事

例研究の活性化、などが必要であることを説いた。

続く辻本哲郎副会長からは、発足当時に橘川前副

会長が人のサロンではなく「学」を創るとの目標

を示されたことが語られた後、学会のあり方を

Melting Pot と Salad Bowl に例え、Melting Pot
としての新しい学問領域の確立に固執するのでは

なく、それぞれの専門性を尊敬しあいながら

Salad Bowl としての進み方もあるのではないか

との意見が述べられた。最後の島谷幸宏理事から

は、「応用生態工学栄えて日本の自然環境滅びる」

ということが無いように、研究分野、研究内容、

研究手法の固定化を防ぎ更に領域を拡大すること、

そのために「生態学」と「土木工学」だけではな

くもっと広い分野の人々の参加も必要であること、

現場技術への貢献をもっと意識すること、職域の

確立が必要であること、応用生態工学としての調 
査、研究、分析の作法のすりあわせが必要である

ことが提起された。 

 
 パネルディスカッション 

若手としては第 2 回の研究発表会から参加して

いるという「応用生態工学の子」と言われる３名

が今後の学会への期待について発言した。北海道

大学の山田浩之氏は会員のうち大学に所属する者

のデータを分析し、学部・修士生が少なく世代交

代に不安があること、応用生態工学の分野で職を

得た者がまだ少ないことを示した上で、各分野の

名士の前で研究発表する緊張感などを語り、発表



応用生態工学会ニュースレター No．35 （2007 年１月９日） 

 

 －4－ 

しやすい雰囲気作りの必要性を述べた。また東京

大学の知花武佳氏は、土木学会等でも環境分野の

発表が増えている中で応用生態工学会としてのア

イデンティティーを示す必要性に言及し、応用生

態工学への活発な取り組みを大学研究室という島

同士の連結のかたちで拡大してゆくために、若手

同士の融合・連携が必要であることを述べた。最

後に九州大学の河口洋一氏は研究発表会やシンポ

ジウムの参加者に土木技術者の占める割合が少な

いこと、現場で河川の設計を担当する人々にもっ

と積極的に参加してほしいことなどを述べた。 
これらの話題提供および発言を基にした議論に

おいては、メインテーマの「土木工学と生態学の

壁はとりのぞかれたか？」については「おおむね

取り除かれた」ということで合意された。「新しい

学問領域として確立できたか？」についてはその

必要性にまで議論が及び、現状では確立できたと

は言えないが、「ハビタット」は土木工学と生態学

を繋ぐ重要なキーワードであり、応用生態工学を

経験した人がリーダーシップをとるべきであろう

と当学会への期待が示された。学会活動は現場を

どうサポートするかが目的のひとつであり、その

機会があることが魅力であること、学会誌の発行

と大会だけでは発展はかなわなかったであろうこ

と、「河川生態学術研究会」において同じ場でさま

ざまな分野の研究者が共に活動したことが有効で

あったことが確認された。また、このしくみに若

手の参加を促す必要性についても意見が出された。 
最後に山岸哲会長が、当学会には土木工学と生

態学を専門とする研究者・技術者に加えて行政官

が加わっており、このことが他の学会には見られ

ない大きな特徴であること、河川生態学術研究会

や貯水池生態研究会との連携で現場への応用にと

ってよいシステムが形成されていることを述べつ

つ、だからこそ襟を正して学会活動を行なう必要

があることを述べてシンポジウムが終了した。 
このあと懇親会が行われたが、札幌、仙台、北

陸、名古屋、大阪、広島、福岡の各地研究会から

これまでの活動のパネル発表が行なわれると共に、

各地の特産物の持ち寄りコーナーが設置され、大

変盛況のうちに本年度の大会を無事終了した。 
＜おわりに＞ 
このシンポジウムで議論された内容などは学会

誌「応用生態工学」の 10 巻１号（来夏発行）に

10 周年記念特集としてまとめられる予定である

ので、ご参加いただけなかった方も楽しみにして

いただきたい。 
別記 

 
（３）発表賞 

応用生態工学会では、発表や研究を今後さらに

奨励することをねらいとして、2002 年度よりポス

ター賞（①一般投票部門、②選考委員会賞）を、

また、2004 年度より口頭発表賞を選んでいます。

第 10 回研究発表会においてもポスター発表に対

する投票と審査、口頭発表に対する審査が実施さ

れ、以下の発表が選ばれました。  

ポスター発表賞については9月30日の研究発表

会終了後に表彰式が行われました。 

［ポスター発表賞］ 

＜一般投票部門賞＞ 

第一位 P-1 「流量変動と土砂還元が河床の礫挙動

に及ぼす影響：ダムのフラッシュ放流と潜

在的河床微生息場所との関連性の予見」 

小野田幸生(京都大学生態学研究センター)、

遊磨正秀(龍谷大学理工学部) 

第二位 P-9 「実験河川の流量増減による魚類群集

開会挨拶：小倉紀雄（10 周年記念東京大会会長） 

挨 拶：山岸哲（学会長） 

御 言 葉：高円宮妃久子殿下（10 周年記念東京大会名誉総裁） 

来賓祝辞：森本幸裕（日本緑化工学会会長）、 

中越信和（日本景観生態学会会長） 

基調講演：「応用生態工学研究会発足のころ」 

川那部浩哉（応用生態工学研究会初代会長） 

招待講演：｢総合的河川再生プロジェクト：基礎科学と実務との連携」

クレメント・トクナー博士（スイス連邦環境科学技術研

究所：EAWAG） 

パネルディスカッション 

話題提供１｢河川における土木工学と生態学－異質性と共通性｣ 

谷田一三（学会副会長） 

話題提供２｢生息場の科学としての応用生態工学｣ 

竹門康弘（学会理事） 

話題提供３｢応用生態工学が担ってきた研究領域と未知の領域－現

状認識と新たな視点の発掘をめざして－｣ 

中村太士（学会交流委員長・前編集委員長） 

話題提供４｢応用生態工学－生態学と土木工学の連携、その虚と実｣

辻本哲郎（学会副会長） 

話題提供５｢私が期待する今後の応用生態工学｣ 

島谷幸宏（学会理事） 

若手からの発言 （山田浩之、知花武佳、河口洋一） 

ディスカッション 
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構造変化－異なる河道地形に着目して－」 

  佐川志朗((独)土木研究所自然共生研究 

センター)、萱場祐一(同)、皆川朋子(同)、 

河口洋一(九州大学工学研究院) 

第三位 P-24 「ダム湖からの動物プランクトンが

ダム下流河川食物網を改変する」 

  土居秀幸 (School of Aquatic and Fishery 

Sciences、 University of Washington)、 

張光玹(愛媛大学沿岸環境研究センター)、 

中野伸一(愛媛大学農学部) 

＜選考委員会賞＞ 

○ P-7「試験湛水により自生地が水没した重要

な種フクジュソウの 10 年間の個体群動態」 

浅見和弘(応用地質(株))、影山奈美子

(同)、松村雄(那須塩原市)、山下洋太郎(国

土交通省東北地方整備局三春ダム管理所) 
○ P-43「水田を活用した淡水魚類の資源増殖に

向けた取り組み」 

   神宮字寛(秋田県立大学生物資源科学部)、

近藤正(同)、田代卓(同)、杉山秀樹(秋田県

水産振興センター)    

＜選考委員会奨励賞＞ 

○ P-22「ため池における魚類および魚食性鳥類

の生息場選択と環境構造」 

  山谷彩子(弘前大学農学生命科学部)、 
小西あや(同)、百瀬麦子(同)、東信行(同) 

一般投票部門賞は、今後の工学と生態学の接点

となる研究であり新鮮で興味ある知見が示されて

いることなどが、選定理由である。 

選考委員会賞 2題では（段落落とし解除）、長期

モニタリングの有効性や実用性が重んじられた。 

選考委員会奨励賞では、データの積み重ねによ

る研究の完成度の向上を強く期待されている。  

［口頭発表賞］ 

今年は３５編の口頭発表があり、１０セッショ

ンの各座長と大会実行委員が下記の視点から審査

して２編が選考されました。 
• 研究発表の内容が独創的であるか。応用生態工

学的に評価できるか。 
• 研究の目的が明確であり、結果と結論はそれを

反映しているか。研究内容が十分に論理的に構

成されているか。 
• 発表者は研究内容を十分に伝えることができ

たか。 
• 発表者は質疑応答に対して十分に対応できた

か。 

8-3 「千葉県谷津田域におけるドジョウ個体群の

遺伝的特性：マイクロサテライトDNAマーカーに

よる分析」：発表者：小出水規行((独)農業・食

品総合産業技術総合研究機構農村工学研究所) 

【選考理由】 

生態がよく判っていない里川の指標種のひと

つであるドジョウについて、遺伝マーカーを使

用して個体群構造や移動生態の解析に取り組ん

でおり新規性がある。今後、遺伝的解析を環境

再生の現場にも適応できる可能性が期待される。 

10-3 「渓流魚の人工産卵場造成技術の効果的な活

用方法」：発表者：中村智幸*((独)水産総合研

究センター中央水産研究所) 

【選考理由】 

小規模渓流における環境改善手法とその効果

を、それにかかる費用を考えながら検討したこ

とが評価できる。極めて応用生態工学的アイデ

アの内容の発表である。 

 

（４）懇親会において「地域コーナー」開設 

現場報告活動活性化小部会：高橋和也 

応用生態工学会が設立され 10 年が経ち、会員数

は 1000 名を越える規模になりました。そして、会

員は、北は北海道から南は九州まで日本各地に広

がり、今では、それぞれが地域の特徴を生かした

セミナーやワークショップ等独自の活動を行って

います。大会は全国の会員が一同に会し、意見や

情報を交換することができる絶好の機会といえま

すが、発表会場だけで議論するには時間の制約が 

 

山岸会長と若手との意見交換 

あります。そこで、懇親会を有効活用し、今まで

以上に懇親会を意見・情報交換の場として機能さ

せることを目的として、懇親会会場に「地域コー

ナー」を開設しました。当日は札幌研究会、仙台
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研究会、新潟・富山・金沢研究会、名古屋研究会、

大阪研究会、高松研究会、広島研究会、福岡研究

会と各研究会が本コーナーの趣旨に賛同してくだ

さり、これまでに行ってきた活動内容や学術研究

を紹介したパネルを持参しました。また、10 周年

記念東京大会を契機に、東京研究会が結成され、

今後は関東地域に根ざした独自の活動を展開させ

たい旨、活動方針をパネルにて紹介していました。

地域コーナーは、懇親会メイン会場の隣の部屋、

東大農学部食堂の中庭側の部屋に設置されました

が、懇親会も半ばを過ぎた頃から、多くの会員が

メイン会場から地域コーナーへと移動され、各研

究会のブースにてお酒を交わしながら和やかに意

見交換を行っていました。 

懇親会に御臨席された高円宮妃久子殿下も研究

会のブースを回られ、各研究会の活動について熱

心に耳を傾けてくださいました。各研究会にとっ

ては今後の活動の励みになったことと思います。

地域コーナーには、パネルとともに各地の物産品

も用意されましたが、多くの方が地域の味に舌鼓

を打ちながら、終始笑い声も絶えることなく、そ

れぞれの方が思い思いに意見を交換され懇親を深

めてくれたものと思っています。 

懇親会の最後には、特に、熱心に活動を行って

いる研究会に対する表彰が行われました。皆さん

の投票の結果、新潟・富山・金沢研究会（15 票）、

名古屋研究会（11 票）、仙台研究会（6票）の上位

３研究会に記念品が贈呈され、懇親会の終了とと

もに、無事、地域コーナーでの意見交換もお開き

になりました。 

 

表彰される名古屋地域 

今回、開設した地域コーナーについて、来年以

降どうするか、来年以降も開催するとしたらどう

改善したらよいのか、会員各位におかれましては、

色々とご意見があると思います。今回の地域コー

ナーに対する感想や意見に耳を傾け、よりよい地

域間連携のあり方を考えていきたいと思います。 

 

３ 理事会報告 

【第３４回理事会】 

第３４回理事会は第１０回総会資料についてメ

ールによる会議が行われました。 

発信月日：2006 年 9 月 14 日（木） 

(1) 議 題 

1）平成17年度事業報告、決算報告 

2）平成18年度事業計画、予算案 

3) 規約改正 

「規約改正」は山岸会長の公約を受けて幹事会

から提案されたもので主旨は以下のとおりです。 

『選挙制度あるいは信任投票制度の新設ではなく、

総会に定足数を設けて（書面（委任状）を含めて１

／５以上）、会長・副会長・理事・幹事等役員の選

任のみでなく事業計画・予算の決定等、他の議題も

一定割合の正会員により決議する。』 

(2) 意 見 

 1)平成17年度報告及び2)平成18年度計画につい

ては予備費の差異について質問があったが説明に

より了承されました。 

3)規約改正については定足数の1/5の根拠につ

いて質問がありましたが、同規模の学会の例に倣

ったとの説明で了承されました。 

 

【第３５回理事会】 

月日：2006 年 12 月 9 日（木）10:00～12:30 

会場：利根川歴史研究会会議室 

出席：山岸、谷田、辻本、沖野、古川、森下、

江崎（幹事長）  奥村（事務局：記録） 

書面による意見：荒井、角野、竹門、春田、森

欠席：近藤、大村、島谷、鹿野、福岡 
［議事内容］ 

 第３３回･第３４回の議事録を確認した後、以

下の議事が進められました。 

（１） 報告事項 

1) 会員状況 

学生会員の入会及び卒業後の会員継続の勧誘

を図る必要があるとの指摘があり、現会員に勧

誘戴くこと、会費請求に併せて卒業生の就職等

に伴う移動先の連絡をお願いすることから始め

ることになりました。 
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2）活動報告 

地域活動が活発であり、富山、東北のワーク

ショップと現地見学会は各々約 130 名参加、福

岡の事例発表会は 103 名の参加で、いずれも農

水産分野や富栄養化などにテーマが拡大し、産

官学が一体となり熱心な議論が交わされていた

ことが事務局から報告されました。 

 

（２） 検討事項 

1) 第 11 回(2007 年度)大会計画について 

第 28 回幹事会の提案をもとに、他学会の開催 

予定や名古屋大学の行事予定などを勘案して、

第 11 回(2007 年度)大会計画は下記のとおり決

定されました。 

場所：名古屋大学 

日時：9月 15（土）-17 日(月) 

実施体制：辻本副会長を中心として進める。 

2） 三学会合同大会について 

第28回幹事会で検討した下記の2点の取組方 

針がおおむね了承されました。ただし、国際英

文誌 (ＬＥＥ)や日韓交流の経緯と現状を幹事

長が確認し、その上で進めることとする。 

①前向きに取組むこととし、３幹事長間でフレ

ームワーク作りに臨むのがよい。しかし、と

りあえず、試行として行なうこととし、現時

点で恒久的に行う事を決めるものではない。 

②幹事長間でのフレームワーク作りが進み、実

行に向けて行動する場合は交流委員会に移

行するものとする。 

3）１０周年記念号(Vol.10 No.1)について 

 広告掲載については、2004 年度発行の会員名 

簿作成時にならって依頼方法、費用などを検討 

し進めることが承認されました。とくに、依頼 

先を年度内に決定するため、2007 年 1 月に依頼 

文を送付する予定で進めることになりました。 

4)2007年度役員改選(選挙制度の改正)について 

  2007 年は役員改選期に当たることから、第 28 

回理事会(次期役員候補選考制度：ニュースレタ

ーＮｏ29 参照)と第 34 回理事会（規約改正案）

の論議をもとに検討され、下記 3点の決定及び

意見がありました。 

①第 10 回総会で規約改正【総会は正会員の 1/5

の出席によって成立する】が承認されたこと

もあり、前回(2005 年度)と同様の方法で役員

改選を行うことにする。 

②大会の委任状をどのようにして集めるか、定

足数を満たすかの話があり、往復はがき、メ

ールなどの方法を検討する。 

③将来的に、例えば選挙管理委員会を設ける等

の検討が必要ではないかとの意見があった。 

5) ＬＥＥ編集事務局の依頼について  

   ＬＥＥ編集事務局からの依頼について検討

し、下記の 3点について承認されました。 

・応用生態工学会代表理事として廣瀬前会長に

代わり現学会長の山岸氏を推すこと 

・中村太士氏がLEEの編集委員長（editor in 

chief）に就任すること 

・浅枝氏がLEEの副編集委員長に就任すること

6)  認証評価専門委員候補者推薦について 

   (独)大学評価・学位授与機構からの依頼に

ついて検討し、応用生態工学会からは役員・委

員を中心として10名の方々を候補者として推薦

することに決まりました。 

7)  提案・その他事項 

・委員会活動の活性化 

大会時は必ず委員会を開催すること、関連

する委員会の共同開催することを委員長に依

頼する。また、とくに若手のコンサルタント

の参画について検討する。 

・情報サービスの向上 

2007 年 1 月予定の委員会で「魅力あるホー 

ムページの充実」について検討された方策を

もとに今後の取組みについて検討する。    

・技術士の部門として【応用生態工学】の新

設を働きかける。 

・会費納入時に寄付を募る方法を検討する。 

・学会誌への「新博士紹介コラム」新設を会

誌編集委員会に検討を依頼する。 

・情報サービス委員会とＬＥＥに関わる担当

役員は、山岸会長が選任する。 

3）大矢暁理事ご逝去 

 大矢暁理事が 11 月 13 日(月)20 時過ぎに急

逝(享年 74 歳)されました。平成 13 年度応用

生態工学会監事に就任されて以降、経営者と

しての経験、地球科学的な視点から学会運営

に貢献戴いておりました。自然に対する探究

心、広く･深い見識、現場優先の行動力等など

技術者としての範を示してこられた大矢さん

のご冥福を心からお祈り申し上げます。 
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（３）その他 

 次回理事会日程：5月中～下旬 

議題(予定)： 

平成 18 年度報告（事業報告、決算報告）案 

 平成 19 年度計画（事業計画、予算案）等  
    

４ 幹事会報告 

【第２７回 幹事会】  

日時：平成 18 年 9 月 29 日 12:05～13:00 

場所：東京大学農学部 1 号館 地階生物実験室 
出席：江崎、熊野、内田、加賀谷、風間、鎌田、 
   関根、高野、星野  島崎（事務局：記録） 
欠席：岩崎、清水、角、日置、萱場 
［議事内容］ 

 山岸会長から幹事会を活性化するようにとの命 
題が与えられている。着実に実行して行きたいと 
の挨拶が江崎幹事長からあり議事に入った。 
1）総会報告事項・審議事項について 

（総会での説明を参照のこと） 

2）各委員会活動報告 

①編集委員会：幹事会後に拡大編集委員会 
(東大弥生講堂：9 月 29 日 18 時～)を行う。 

②普及委員会：実務者が気楽に学会活動に参加

できるようにすること。活動への積極的参加

を促すためのインセティブ(例えば土木学会

ＣＰＤへの相乗り)となるように資格制度も

考えたい。 
③交流委員会：海外派遣者の選定を行った。 
④情報サービス委員会：ニュースレターの発行

に合わせて委員会メーリングリストにより情

報を収集し様々な分野の情報を紹介した。Ｈ

Ｐの改善・充実が課題と考えている。 
⑤パートナーシップ委員会：具体的活動無し。 
⑥将来構想委員会：担当幹事選定中のため報告

無し。   
3）その他 

①【趣意書】の原案は江崎幹事長、熊野副幹事

長、鎌田幹事、萱場幹事の 4 名で十周年記念

東京大会を踏まえて作成する。 
②平成 19 年度大会は名古屋を候補地として検

討中である。 
③次回幹事会日程 
次回理事会日程が 2006 年 11 月末頃と想定し、

多くの幹事が出席できる日を後日決めること

とした。 
場所：（未定：麹町付近） 

 主な議題：次年度大会について 等 
 

【第２８回 幹事会】 

日時：平成 18 年 11 月 9 日(木)15:00～17:00 

場所：利根川歴史研究会会議室 

出席：江崎、熊野、加賀谷、関根、萱場、高野、 

星野        奥村(事務局：記録) 

欠席：岩崎、清水、角、日置、風間、鎌田、内田 

［議事内容］ 

1）10 回大会を振り返って 

・高円宮妃久子殿下を名誉総裁としてお迎え出

来たことは良かった。 

・研究者とコンサルが一体で実行できたが、加

賀谷氏に依頼ごとが集中した。学生アルバイ

トは良く活躍していた。 

・迅速な決定のためには大会会場である大学の

教授クラスの参画が必要である。 

・初日（金）午前 10 時からでも参加者は多く特

に支障はなかった。 

・ポスター発表は交代制が守られていなかった、

熱心な議論を妨げない配慮をしつつ指示を徹

底する必要がある。また、審査には時間が不

足である。 

・地域コーナーは好評であったが、名産品に目

をうばわれ地域活動に関する意見交換が少な

かった。 

2） 第 11 回大会(2007 年：平成 19 年)について 

・ 場所：名古屋大学 

・ 月日：他学会との重なりを考慮して 9月中旬 

から 10 月中旬を候補とする。 

・ 実施体制：辻本副会長が代表となり名古屋周辺

の学会員で実行委員会を組織して頂くよ

うお願いする。 

・ シンポジウムテーマ等：実行委員会に委ねる。 

･  第 10 回大会は〔10 周年〕ということもあり幹

事会が全面的に実行委員会を担ったが、次回第

11 回大会は同様とはしない。 

3) 趣意書原案について 

・2007 年 4 月初めを目指して、将来構想委員会と

の連携を考慮しつつ、江崎幹事長、熊野副幹事

長、鎌田幹事、萱場幹事が相談して作成する。 

・10 周年記念東京大会のシンポジウムでの論議を

踏まえること。 
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・記述事項（ｷｰﾜｰﾄﾞ）：地球温暖化（IPCC・水循環

等）、国際的（日中韓交流）、他学会との交流･

連携（三学会長懇談）、地域連携（パートナーシ

ップ・市民参加） 

・追記：第 10 回大会記念特集号については、広告

掲載をお願いし“寄付金”を募る。そのために

は、年度末決裁を考慮して 1～2月までに依頼す

る必要がある。 

4） 三学会合同大会について 

・前向きに取組むこととし、３幹事長間でフレー

ムワーク作りに臨むのがよい。しかし、とりあ

えず、試行として行なうこととし、現時点で恒

久的に行うことをきめるものではない。 

・幹事長間でのフレームワーク作りが進み、実行

に向けて行動する場合は交流委員会に移行する

ものとする。 

・他学会との連携は基本的に賛成であるが、戦略

的行動が必要である。「川という線から水田とい

う面への展開」が、たとえば必要である。 

・海の研究が少ないとの意見があり、セッション

を作れば人が集まる可能性がある。 
5） 委員会活動状況  
(1)会誌編集委員会 

・10 周年記念特集号(Vol.10 No.1)の予定記事

について（５．委員会報告(1)参照） 

(2)情報サービス委員会 

・ホームページ（ＨＰ）の充実（魅力ある内容

とすること）は急ぐ課題であり、また、外部委

託の検討等を推進するため担当幹事による牽引

が大切である。 

(3)交流委員会 

・活動の活性化のため 3つの提言があった。 

① 役割の明確化、特に、普及委員会との仕分

けをする。 

② 目的の明確化、年度、5 ヵ年等“ある期間

内”に何を達成するのか 

③ 委員会の活性化、各委員の意識向上のため

多くの委員の出席を促す。 

 ・交流委員会は地域（普及委員会マター）で出

来ない全国レベルの研修等を行う。 

・国際（海外派遣）と全国レベルの研修が役割

である。なお、日韓交流は、学会間交流となる

ように中村委員長に仕組みの整理をお願いする。 

(4)普及委員会 

・11 月６日(月)に開催した委員会の概要(相談

役候補者と窓口名称、ＣＰＤ情報、ポスター・

キャッチコピー原案)について報告があり下記

の意見交換があった。 

・目的と手法を整理する必要がある。 

・各地域の基盤ができつつあり、当委員会の初

期の役割は低減しているが、地域実行委員会の

相談窓口を務める必要がある。 

・学会活動が学究に片寄りすぎ、事業者からの

生態系に関する問題の相談がしづらい状況にあ

る。 

・他委員会（交流、パートナーシップ、情報等）

と連携が必要である。 

(5)パートナー委員会 

・パートナーシップ委員会は、交流委員会から

分岐し、その役割は市民・住民との連携である。 

・各地域実行委員会が活動する中で、住民・市

民との連携を図って行くことが期待される。 

6） その他 
次回幹事会は2007年 4月 15日以降を予定する。  

                       

５ 委員会報告 

（1）平成 18 年度第 1回拡大編集委員会 

日時：平成 18 年 9 月 29 日 18:00～19:00 
場所：東大農学部弥生講堂会議室 
出席者：浅枝、井上、鎌田、古川、尾澤、五道、

清水、島谷、中井 
［議事内容］ 

1) 編集状況の報告：査読期間の短縮をはかるため

に、担当編集委員への事前確認を徹底する。 
2) 特集記事 
・進行中特集記事： 

生態モデル特集（浅枝委員長担当）4 編を Vol.
９ No.２を目標に編集中 
水際特集（島谷委員担当）今年中に 5 編が投稿

される見込み 
・新特集記事の企画： 

目標 2007 年 9 月までに全論文の投稿修了 
ダム下流特集（担当：清水委員） 

 自然再生特集（担当：鎌田委員） 
執筆者が決定次第、編集委員宛にメール送付を

行う。 
3) 応用生態工学、Vol.10 No.1（10 周年記念号）

について 
予定記事を以下のように定めた。 
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①3 学会会長座談会記事 (担当:鎌田委員) 
②トクナーさんの講演記事（担当：中村圭吾氏

に依頼） 
③ディスカッション記事（江崎幹事長にまとめ

の執筆を依頼する） 
④５パネラーの記事（担当：島谷委員） 
⑤川那部初代会長基調講演記事（担当:江崎幹事

長） 
4）その他 
編集委員の交代の必要性が生じたときの措置と

して、規約 4 条に以下を付加することを理事会に

提案する。 
編集委員会で必要と認められた時には、任期途

中においても編集委員を追加することができる。

その任期は編集委員会の任期とする。 
(2)普及委員会 

月日：2006 年 11 月 6 日（月）14:00～17:00 

会場：利根川歴史研究会会議室 

出席：星野担当幹事、橋本、佐渡、澤、細井、 

古川、若尾、高橋  （事務局）奥村 

意見提出：岩瀬、山根、原田  

[議事内容]は第 28 回幹事会報告参照 

 

６ クレメント・トクナー博士、 

日本滞在報告 

中村圭吾（土木研究所） 

応用生態工学会の 10 周年記念シンポジウムの

招待講演者として、EAWAG(スイス連邦水圏科学技

術研究所)のクレメント・トクナー博士が、2006

年 9 月 27 日～10 月 5 日まで日本に滞在されまし

た。トクナー博士の研究・発表内容ならびに現地

視察の様子などを簡単に報告いたします。 

１）クレメント・トクナー博士の研究概要 

 クレメント・トクナー(Klement Tockner)博士は、

河川生態学の研究者として世界的に知られていま

す。河川生態学は stream ecology と呼ばれるよう

に小河川における研究がほとんどですが、博士は

アルプスの原始河川と呼ばれる変動の激しい大河

川タリアメント川で調査を実施し、多くの研究成

果をあげていることで有名です。網状河川におけ

る河川生態学の第一人者といってよいでしょう。 

大井川や黒部川など日本には多くの網状河道があ

りますので、博士の研究は日本の河川管理にも大

いに参考になると考えられます。 

２）シンポジウムでの発表内容 

 シンポジウムでは、河川復元に進める上で、研

究成果と現場をいかに結びつけるか、またその重

要性について、スイスやイタリア（タリアメント

川）の事例を中心に説明いただきました。スイス

では、ローヌ・トゥールプロジェクトの結果、河

川復元の評価のためのハンドブックが出版されて

います(文末参照)。 

 

 タリアメント川（ｲﾀﾘｱ）(提供：トクナー博士) 

 

３）現地視察＆研究交流 

①多摩川視察 

 多摩川では、河川生態学術研究会の調査地であ

り、河原の自然再生を実施している永田地区を訪

問しました。永田地区については、筆者と共同で

執筆した日本の河川復元の論文にも取り上げたこ

ともあり、大変関心を持っていただきました。ま

た、多摩川の上下流交流など、NPO の盛んな活動

に大変興味を持っておりました。 

②北海道視察（釧路湿原、苫小牧演習林） 

 北海道では、中村太士先生、河口洋一先生らの

案内のもと、釧路湿原、釧路川の自然再生、苫小

牧研究林などを視察しました。初日は、釧路湿原

を視察した後、旧川復元を計画している茅沼地区

などを見学しました。 

 その後、河川生態学の分野で国際的な成果をあ

げている苫小牧研究林を訪問しました。苫小牧研

究林は、陸域生態系と河川生態系の関係を定量的

に明らかにした調査地として国際的によく知られ

ています。トクナー博士も論文ではよく見ている

ものの、現地ははじめてであるため大変感激して

いました。現地では、村上正志先生を中心に、研
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究について熱い議論が続きました。研究林のゲス

トハウスに宿泊したのですが、夜になってもトク

ナー博士は、研究室に入り、学生や先生方と研究

内容について、飽くことなく議論を続けておりま

した。教育者としてのトクナー先生の熱意には一

同脱帽しました。 

 
苫小牧演習林での村上正志先生(右) 

との熱い現地ディスカッション 

 

４）EAWAG のすすめ 

 以前にトクナー博士の元で研究させていただい

た縁で、今回の滞在の世話をさせていただきまし

た。トクナー博士は、日本の研究レベルを高く評

価しており、今後も積極的に日本の若手研究者を

受け入れるとおっしゃってくださいました。海外

での研究を志す会員の方々はぜひ、ぜひ挑戦して

みてください。 

参考 URL 

EAWAG: 

http://www.eawag.ch/index_EN 

タリアメント川における研究: 

http://www.internal.eawag.ch/~tockner/resear

ch/tagli_main.html 

河川復元評価のためのハンドブック(ドイツ語): 

http://www.wsl.ch/land/products/rhone-thur/e

rfolgskontr/docs/erfolgskontrolle.pdf 

 

７ 行事報告 

（１）北陸現地ワークショップ in 富山 報告 

応用生態工学会富山 佐 渡  正 

(舘下コンサルタンツ株式会社) 

2006 年 10 月 20・21 日に、第５回北陸現地ワー

クショップとして「里地・里山のいのちを育む技

術をめざして～森と水の生きもののために～」を

富山市において開催しました。 

本学会は、従来は水域、とりわけ河川とそこで

影響を受ける生物や生態系の問題を取り扱う傾向

がみられます。しかし、本学会の目標とするとこ

ろは河川や水辺だけに限りません。そこで今回の

ワークショップは、人の生活と身近な地域である

里地・里山全体を保全するという視点から企画し

ました。そのため、ここにおける環境の問題は地

域の人々の生活や生産活動と深く関わってきます。

地域の人々との関わりに大きく焦点を当て、小河

川や用水とこれにつながる水田を保全・再生して

いくという大きな課題に関連して、４題の講演を

いただきました。また、近年里山や近郊において

ツキノワグマやサルによる被害も問題になってい

ます。この問題の一因に、里山が放置され荒れて

きていることがあると言われています。応用生態

工学の面からも里山についてどのような取り組み

が可能か、必要なのかということも重要な課題で

あると考えられます。この観点から里山における

さまざまな取り組みの実践例や問題点、野生動物

との付き合い方について、基調講演を含めて３題

の講演をいただきました。 

20 日の現地見学会には 36 名の参加があり、先

ず「国指定天然記念物」かつ「国内稀少野生動植

物種」に指定されたイタセンパラの再生への取り

組みとして、生息地・保護池を見学しました。 

イタセンパラは日本固有の純淡水魚で、淀川水

系・濃尾平野・富山平野（現在では氷見市内の一

部の小河川）の３地域に飛び石状に生息していま

す。生息する万尾川を見学し、生息密度が極めて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

イタセンパラ保護池 

高いこと、反対に地域の人々により河川改修の要

望も多く生息に配慮しながら、また地域の人々の
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理解を得ながら改修を進めていることが紹介され

ました。平成 15 年度より飼育を開始し、保護池に

おいて 17 年度には自然繁殖が確認され、現在では

個体数が増えすぎ固体が小さくなってきているた

め保護池の拡張や野生復帰を検討中とのことでし

た。 
次に、里山の状況と取り組みについて富山市フ

ァミリーパークを見学しました。里山の荒廃とこ

れを再生するための手掛かりとなる地域の人々と

一体となった取り組み(竹林整理、炭焼きなど)を紹

介していただきました。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

炭焼き小屋 

午後 6 時 20 分より、別会場にて 34 名の参加に

より交流会が行われ、玉井前副会長の挨拶から始

まり、あちこちに人の輪ができ活発で和やかな意

見交換会となりました。 
翌 21 日は、127 名の参加のもとワークショップ

が開催され、以下の７題の講演をいただきました。 
1)「田園地帯におけるイタセンパラ再生への取り

組み」    （氷見市教育委員会 西尾正輝） 
イタセンパラの淀川外の現状と氷見地区におけ

る現状と取り組みについて、昨日の現地見学会に

続いてさらに詳細に説明されました。地元住民に

対する普及啓発活動と、今後の野生復帰に対する

思いを熱く語っていただきました。 
2)「浅井地区の豊かな水環境を守り、伝えて」 

（浅井水環境保全協議会代表 田中久雄） 
射水市浅井地区において地域住民・自治会を主

体に「浅井地区水環境保全協議会（通称水ネット）」

を設立し、地元浅井小学校と一体となって地元の

誇りである庄川の伏流水を守り育むための数々の

取り組みについて紹介されました。絶滅危惧種で

あるトミヨや天然記念物のアシツキなどを育み、

小学校のグランドにビオトープを手作りしたり、

浅井ミニ水族館の創設運営・藻刈り十字軍などが

あり、これらの事例を「世界水フォーラム」など

に発表するとともに「水環境保全功労賞」「コカコ

ーラ環境教育賞」など数々の賞を受賞されていま

す。 
3)「生態系に配慮した農業水路工法の開発」 

（福井県土地改良事業団体連合会 田谷哲也） 
農業水路における生態系回復を目指して三面張

水路における魚巣桝の開発、及び小規模で急勾配

に対応した新型の魚道の研究・開発について発表

していただきました。魚道は新開発の「双翼型」

の隔壁を有するもので、他の隔壁形状が 20～40％
の遡上率を示すが、双翼型は 50％程度の遡上率を

示し、また 1/5～1/3 の急勾配でも高い遡上率を示

すことを報告されました。魚巣桝（おさかなステ

ーション）は土砂の堆積や魚の定位状況を実験に

より評価し、桝の形状を決定、そして現地におい

て実証実験を行った結果、桝内は対象区の 14 倍の

生息密度を、また越冬も確認されたということで

す。 
4)「人工産卵場の造成による魚道に代わる生態系

保全の取組み」 
（神通川水系砂防事務所所長 萬徳昌昭） 

学会第 10 回大会において発表いただきました

人工産卵場（口頭発表 10-1～3）について、その

後の状況と詳細な報告をいただきました。人工産

卵場は自然の産卵場より発眼率が高く、かつ既往

の人工産卵場の成績よりも良かったことや、その

後の稚魚の調査の結果、また餌の状況など詳細に

説明いただきました。 
5)「里山-人と自然の変化」 

（富山市ファミリーパーク園長 山本茂行） 
近年、熊の出没と人身事故の多発状況について、

その原因を山の変化と人の変化という２つの視点

から解説していただきました。山の変化は放置さ

れた山里が自然復帰し、野生動物の生息環境が拡

大した。また、人は自然と無縁な生活をし生き物

としての人ではない生き方をしてきた。そして過

疎化・高齢化により里山が無人化してゆく中で、

今までの農林業・行政では限界である。対策とし

て野生動物の存在・生息が自然を維持してゆく上 
で最もローコストであり、昨日見学した富山市フ

ァミリーパークにおける「市民生きものメイト」

による里山再生の取り組みや、里山と都市間の人

と物と情報の持続的循環システムの構築を目的と

した「きんたろう倶楽部」などを紹介され、その

中で自然教育の大切さを述べられました。 
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最後に、里山を再生する技術の開発を当学会に

期待していると締めくくられました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山本茂行園長の講演 
6)「ダム建設によるニホンザルの生息環境の変化

と保全」 （富山県立雄峰高等学校 赤座久明） 
富山県内のニホンザルについて、ミトコンドリ

アＤＮＡ変異調査より得られた分布特性より県内

のサルは河川流域毎に分布が局在し、河川沿いに

群れの分裂と共に拡大していったこと、また河川

付近の環境がサルの採食地として極めて重要な価

値があることが紹介されました。宇奈月ダムの工

事開始から完成後数年を経過した現在までのサル

の群れへの影響は、川原の砂利採取に伴うアキグ

ミ林の消失をきっかけに始まり、ここに生息して

いた群れは下流へ移動し上流から別の２つの群れ

が降りてきて定着した。湛水が始まってから移動

ルートが失われ左右両岸を均等に利用できず、２

つの群れは行動域を下流へ広げていった。この実

態を踏まえ国土交通省と協議し、サル用吊橋

（2005。7、ニュースレター№30、p6-7 に詳述）

やアキグミの植樹などの復元事業を行った。しか

し、以前のような左右両岸を均等に利用する様子

は見られず、人為的に元に戻すことは難しくダム

湖出現前に対策をとる等、生息環境の復元事業の

時期が重要と訴えられました。また、サルによる

農作物の被害対策として氏が考案された行政に頼

らず自作可能な安価（費用 600 円/m）で簡単な簡

易電気柵を紹介され、その普及活動に力を注いで

いると報告されました。 
7)「野生動物医学と環境デザイン」 

（福島県鳥獣保護センター所長 溝口俊夫） 
福島県鳥獣保護センターにおける野生動物病院

と(社)福島県獣医師会による野性動物ＥＲドクタ

ー制度、そしてＮＰＯ法人ＷＣＳ（ふくしまワイ

ルドライフ市民＆科学者フォーラムの協力体制と

活動について紹介いただきました。特に、ＷＣＳ

の以下の６つのチームの特徴ある活動についてエ

コロード計画や福島県における熊の調査状況など

をＧＩＳ・リモセンを駆使して解析していると報

告されました。 
総合討論では、富山県立大学高橋剛一郎助教授

を座長として、活発な議論が行われました。 
まず会場からの質問に対して講演者に答えてい

ただきました。印象深い議論としてこのようなも

のがありました。なぜ人に害を与える動物を保護 
するのかという基本的な問いに対し、それらの動

物を全て駆除することではなく、共存する方が環

境に対しても人間活動に対しても最もローコスト

であるといった、実務（利？）面からの回答もな

されました。 
議論では以下のように多くのことが語られ、充

実した討論となりました。実績のない試みにおい

ては実態をみながら柔軟に対応を行なっていくと 
いう、いわばアダプティブマネージメントのアプ 
ローチが欠かせないこと、問題の実態を的確に捉

えるには大がかりなアセスメントの手法ではなく

より地道な調査が必要であること、また対策にお

いては高齢者にも容易に理解できるようなやさし

い方法や操作が重要であること、有効な技術を開

発してもそれを共有させていくことがより重要で

あること、その意味でローカルな問題・技術を全

体的な問題・技術とどのようにつなげていくか、

そのシステムが重要であること、地域の住民に問

題意識を持ってもらうことが大切で、その意味で

環境教育、特に子供を含めたそれが重要であるこ

と等々。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合討論（壇上の高橋座長と各講師） 
最後になりましたが、本ワークショップにご協

力いただいた会員、北陸地方整備局、富山県、(社)
北陸建設弘済会の方々に厚く御礼申し上げます。 
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８ 会誌編集員会からのお知らせ 

(1）会誌（Vol.9 No.2）発刊 

  平成18年12月20日に発刊された会誌（Vol.9 

No.2）の目次を紹介します。近日ホームページに

は摘要も掲載いたしますので、身近な方々に紹介

し入会を勧めて下さい。 

＜原著論文;6編＞  

岩木晃三・佐藤宏明： 渡良瀬貯水池における水

位低下・干し上げと鳥類個体数の動向   

藤村善安・冨士田裕子・加藤邦彦・竹中 眞・ 

柳谷修自： 湿原における植生‐立地環境の関係

解析のための水位環境指標値  

金澤康史・三宅 洋： コンクリート基質―自然基

質間における河川性底生動物の群集構造の比較 

渡辺恵三・中村太士・小林美樹・柳井清治・ 

米田隆夫・ 渡邊康玄・丸岡 昇・北谷啓幸： 河

川の階層構造に着目したサクラマス幼魚の越冬

環境―越冬環境を考慮した川づくりの提言―  

柳井清治・河内香織・伊藤絹子： 北海道東部河

川におけるシロザケの死骸が森林‐河川生態系

に及ぼす影響  

宮本 康・國井秀伸： 汽水湖中海における塩分

変動に応じた水質と沿岸藻場の変化   

＜事例研究；1編＞ 

松井 明・佐藤政良： 水田小排水路における水

路構造が水生生物に及ぼす影響    

(2）記念特集号（Vol.10 No.1）記事募集 

  応用生態工学会10周年記念特集号にトピック

ス的な記事を募集いたします。会員の皆様からの

想い出話、活発な地域活動、新たな取組み等寄稿

をお待ちします。原稿は2007年2月上旬を目処に浅

枝会誌編集委員長までお送り下さい。また、執筆

要領は投稿規程に従ってください。 

９ 新任ごあいさつ 

事務局長 奥村興平 

前号のニュースレター（No３４号）で島崎前事

務局長からご紹介いただいておりましたが、１０

周年記念東京大会が開催された１０月１日に事務

局長に着任いたしました。応用生態工学に関して

は門外漢ではありますが、本学会を築いてこられ

た諸先輩のご指導を頂き、より一層社会貢献度の

高い学会活動のため微力ですが堅実に精一杯尽く

したいと思っています。不慣れのため不行き届き

が多く会員の皆様にはご迷惑をお掛けすることが

あるかと思いますが、ご支援･ご助力を宜しくお願

いいたします。なお、事務局は東京の一等地･麹町

４丁目にあり、１２坪の部屋で執務しております。

近くに来られた機会には、お寄り戴き新鮮な知見

をご提供下さい。 

１０ 新刊紹介 

「ＨＥＰ入門＜ハビタット評価手続き＞マニュア

ル」 著者：田中 章 
ＨＥＰとは“Habitat Evaluation Procedure” の

略で、「野生生物の生息環境としての適否という観

点から、生態系を総合的に定量評価する手続き」

のことです。本書は、『ＨＥＰ入門』ということで、

ＨＥＰの基本をわかりやすく紹介しています。 

まず、ＨＥＰの理念、適用の対象や条件、ＨＥＰ

の具体的な手順（マニュアル）を説明し、次に米

国でのＨＥＰ誕生の背景、米国での適用事例（マ

ティリハダム撤去と生態系復元プロジェクトに伴

う環境アセスメント）を紹介しています。続いて、

日本におけるＨＥＰの適用状況及びその課題を提

示し、最後に例題を設けられています。 

（朝倉書店編集部 太田さんの寄稿を一部修正） 

 

11 今後の行事案内 

今年度の学会主催の行事はほぼ終了いたしまし

た。共催行事を紹介します。 

・汽水域国際シンポジウム 2007 

「汽水域の再生とその持続可能性－宍道湖・中海

の賢明な利用にむけて－」 

日程：2007 年 1 月 26 日（金）－28（日） 

会場：くにびきメッセ国際会議場（松江市） 

――――――――――――――――――――――――――――― 

［2006 年 12 月 12 日現在会員数］ 
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